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技術の特徴

・ アレルギーモデルマウスにハーブ凍結乾燥物を摂取させたところ、即時型アレルギーに
よる炎症が抑制された。

研究の内容

・ 食品のような弱い抗アレルギー活性でも高感度に測定することのできるアレルギー
モデルマウス系を確立し、その系を用いて、ハーブ類の即時型アレルギー反応に対する
効果を検討した。
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検定方法の概要：

抗原の自然感作

皮膚反応試験
（ヒトのプリックテストに相当）検定する

食品の投与
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検討に用いた１３種のハーブのうち、
パセリ凍結乾燥物を投与した群が、
最も高い血漿漏出量の抑制を示した。
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今後の展開

・ 抗アレルギー活性成分の単離・同定
・ 有効濃度の検討


